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【１ 成果の要約】 

大規模施設園芸経営における労務管理は、経営者層の充実、指揮命令系統の統一化、労働環境
整備による作業者のモチベーション向上が重要です。 

また、作業毎の標準作業時間を設定することで労務管理に活かすことができます。 
 
 
【２ 成果の概要】 

(1)労務管理の方向 

 大規模施設園芸経営の労務管理体制は、施設園芸経営を行う経営者層、栽培管理に関して具体的な指示を

行う栽培管理者層、実際に作業を行う作業者層に分かれています（図）。 

階層で労務管理は異なり、重要な点は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)標準作業時間の設定 

標準作業時間は、①作業計画の作成、②指示を出す際の作業量の目安、③作業者の目標、④能力給導入の

際の評価などに活用することができます。 

 

 

【３ 留意事項】 
 作業の細かい指示には、口頭だけではなく、書面による作業指示書やホワイトボード等を利用すること

が有効です。 
 標準作業時間は、作業時間の実測や作業日報などから作業工程毎の作業時間を詳細に把握したうえで、

作業員の平均時間で設定する方法あるいは標準的な技能をもつ作業者の作業時間で設定する方法などが

あります。 
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図　　作業管理体制図（例）
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注 1) 聞き取りにより作成。

2) 課長以上は社員。

○栽培管理や労務管理に関する高度

な専門的知識を持った複数の人材

で役割を分担するなど、管理を充

実させること 

○技術レベルが高い作業者を班長に

任命し、班長による作業指示が末

端まで行き渡る体制にするなど、

指示命令系統を統一すること 

○業務改善提案箱の設置、職員表彰、

賃金の能力給導入など、作業者の

モチベーションを高める労働環境

を整備すること 


